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平成19年商業統計結果
地域商業の厳しい実情が顕著に
～売場面積は大幅に拡大、商店数等はいずれも減少～

東関道館山線と国道127号（館山バイパス）の
整備促進に関する要望活動を実施

経済底流を読み解く
経済構造の大きな変化～存在感を増す東アジア諸国～

マル経資金の借入限度額が大幅に拡充！
～確実な事業経営に、手続き簡単な「マル経」を活用しましょう！～

おめでとうございます
木村守夫氏が県科学技術功労者として表彰

ＬＯＢＯ 3月結果
売上DIが12カ月連続悪化で最悪値に

青年部4月総会報告

第29回 館山若潮マラソン大会

～マル経融資制度～ 
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改 
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により 
「譁日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。 
 
担保、保証人 
保証協会の保証 
貸付限度額 
返  済  期  間 
利　　　  率 
 
融  資  対  象 

不　要 
不　要 
1,500万円含む） 
10年以内（＊運転資金は7年以内） 
年2.1％（平成21年4月10日現在） 
 小規模事業者：従業員20人以下 
（商業、サービス業は5人以下） 

※ご利用の際には各種要件がございますので下記 
　までお問い合わせください。  
問合せ　館山商工会議所　　22－8330

館山写真コンクール入賞作品より



会 議 所 だ よ り
平成21年５月10日（２）

館
山
市
商
業
の
現
状
を
把
握

で
き
る
平
成
19
年
商
業
統
計
調

査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
前
回

の
平
成
16
年
調
査
と
比
較
し
て

卸
売
業
は
商
店
数
１
５
６
店

で
、
15
店
（
前
回
比
△
11．

１
％
）
の
減
、
従
業
者
数
も
９

６
９
人
で
、
60
人
（
前
回
比
△

５．

８
％
）
の
減
少
、
年
間
販

売
額
は
３
２
８
億
１，

３
８
４

万
円
で
、
こ
ち
ら
も
20
億
７，

８
６
９
万
円
（
前
回
比
△
６．

０
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

小
売
業
の
商
店
数
は
７
０
２

店
で
、
92
店
減
少
（
前
回
比
△

１
１．

６
％
）
と
、
大
幅
に
減

少
し
、
こ
れ
は
昭
和
57
年
調
査

で
減
少
に
転
じ
て
か
ら
10
回
連

続
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
従
業

者
数
は
４，

１
５
０
人
で
67
人

（
前
回
比
△
１．

６
％
）
の
減

少
、
年
間
販
売
額
は
５
６
７
億

８，
９
６
１
万
円
で
、
47
億
９，

４
８
４
万
円
（
前
回
比
△
７．

８
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
売
り
場
面
積
は
１
０

３，

２
３
８
裃
と
前
回
調
査
よ

り
２
４，

６
８
８
裃
（
前
回
比

31．

４
％
）
の
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
お
り
、
前
回
に
引
き
続

き
店
舗
数
減
少
、
売
場
面
積
増

加
の
図
式
が
一
層
顕
著
と
な

り
、
店
舗
の
大
型
化
が
読
み
取

れ
る
。
こ
の
調
査
以
降
、
平
成

20
年
１
月
に
郊
外
の
国
道
１
２

７
号
沿
い
に
外
部
資
本
の
大
型

店
１
店
（
売
場
面
積
１
４，

７

６
０
裃
）
が
開
店
し
て
お
り
、

一
方
、
駅
周
辺
に
立
地
し
て
い

た
地
元
資
本
の
大
型
店
１
店

（
売
場
面
積
１，

０
８
７
裃
）

が
閉
店
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と

か
ら
、
市
内
商
店
街
を
中
心
と

し
た
小
規
模
小
売
店
を
取
巻
く

厳
し
い
実
態
と
、
商
店
街
の
空

洞
化
問
題
が
さ
ら
に
深
刻
化
し

て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

館
山
市
小
売
商
業
の
販
売
効

率
を
見
る
と
、
大
型
店
化
が
進

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
１
店
当
た

り
の
年
間
販
売
額
は
８，

０
９

０
万
円
で
、
前
回
調
査
と
比
較

す
る
と
４．

３
％
増
加
し
て
い

る
が
、
近
隣
の
鴨
川
市
（
８，

１
９
３
万
円
）
・
茂
原
市
（
１

２，

８
６
６
万
円
）
・
君
津
市

（
１
４，

４
８
７
万
円
）
・
木

更
津
市（
１
２，

８
１
７
万
円
）

に
は
及
ば
ず
、

県
平
均
の
１

４，

５
３
１
万

円
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。

従
業
員
１
人
当

た
り
の
年
間
販

売
額
は
１，

３

６
８
万
円
（
県

平
均
１，

７
４

１
万
円
）、
ま

た
、
売
場
面
積

１
裃
当
た
り
の

年
間
販
売
額
は

55
万
円
（
県
平

均
92
万
円
）で
、

共
に
県
平
均
を

大
き
く
下
回
っ

て
い
る
。
さ
ら

に
こ
れ
ら
の
数

字
は
、
前
回
調

 

平
成
　
年
商
業
統
計
結
果 

19

（
平
成
　
年
　
月
１
日
現
在
） 

19

6

〜
売
場
面
積
は
大
幅
に
拡
大
、商
店
数
・
従
業
員
数
・
年
間
商
品
販
売
額
は
い
ず
れ
も
減
少
〜 

館山市事業所数と売場面積の推移 

総数 売場面積 

小売業 

卸売業 

査
の
結
果
を
も
下
回
っ
て

お
り
、
従
業
員
１
人
当
た

り
の
年
間
販
売
額
は
６．

３
％
の
減
少
、
売
場
面
積

１
裃
当
た
り
の
年
間
販
売

額
に
お
い
て
は
29．

５
％

も
減
少
し
て
お
り
、
こ
の

結
果
か
ら
郊
外
型
大
型
店

が
す
で
に
飽
和
状
態
に
あ

る
事
も
推
測
さ
れ
る
。



会 議 所 だ よ り
（３）平成21年５月10日

千
葉
県
の
卸
売
業
と
小
売
業

の
事
業
所
数
は
４
８，

５
９
６

店
、
従
業
者
数
は
４
１
４，

６

２
６
人
、
年
間
販
売
額
は
12
兆

３，

２
２
２
億
円
で
あ
っ
た
。

個
別
に
見
る
と
、
卸
売
業
で
は
、

事
業
所
数
が
８，
９
９
３
店
で
、

７
１
９
店（
前
回
比
△
７．
４
％
）

の
減
、従
業
者
数
も
８
３，
９
８

６
人
で
、
２，

７
３
４
人
（
前

回
比
△
３．

２
％
）
の
減
少
、

年
間
販
売
額
は
、
６，
５
６
７，

２
０
１
百
万
円
で
、
４
１
２，

４
１
５
百
万
円
（
前
回
比
６．

７
％
）
の
増
加
で
あ
っ
た
。

小
売
業
で
は
、
事
業
所
数
が

３
９，

６
０
３
店
で
、
３，

２

５
４
店
（
前
回
比
△
７．
６
％
）

の
減
少
、
従
業
者
数
が
３
３
０，

６
４
０
人
で
１，

５
６
４
人

（
前
回
比
△
０．

５
％
）
の
減

少
、
年
間
販
売
額
は
５，

７
５

４，

９
９
１
百
万
円
で
、
３
０

１，

８
９
４
百
万
円
（
前
回
比

５．
５
％
）
の
増
加
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か

ら
商
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
事
業
所
数
、

従
業
者
数
が
減
少
し

て
い
る
反
面
、
販
売

額
は
増
加
し
て
お

り
、
大
型
店
化
、
事

業
の
大
規
模
化
の
傾

向
を
強
め
て
お
り
、

中
小
企
業
に
と
っ
て

は
県
内
全
体
に
お
い

て
も
非
常
に
厳
し
い

も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
窺
え
る
。

館山市商品販売額の推移 

総額 

小売業 

卸売業 

館山市従業者数の推移 

総額 

小売業 

卸売業 

〈
千
葉
県
の
概
況
〉

館山市と近隣都市との比較

宮沢書店 
TEL 0470ー23ー7771 

●営業時間　9:00AM～8:00PM 
（年中無休） 

本・教科書・文具・ファンシー物流コストを見直しませんか !?

・路線、地域内宅配 

・引越、貸切、積合わせ 

・コース配送、他 

房総の物流プランナー＆パートナー 

安房運輸株式会社 
電話：本社　0470ー22ー0165 

館山　0470ー27ー6151 
http://www.tokyo-bay.ne.jp/̃awa-exp/
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る
と
と
も
に
、
い
か
な
る
場
合
に

お
い
て
も
十
分
な
道
路
財
源
を
安

定
的
に
確
保
す
る
こ
と
、
以
上
の

２
点
を
要
望
書
に
ま
と
め
、
４
月

23
日
（
木
）
に
国
土
交
通
省
14
名

に
要
望
し
た
。
千
葉
国
道
事
務
所

で
は
、
所
長
の
前
田
陽
一
氏
に
、

関
東
地
方
整
備
局
で
は
副
局
長
の

林
部
史
明
氏
に
闍
橋
弘
之
会
頭
が

自
ら
要
望
書
を
提
出
し
、
そ
の
後

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

館
山
道
の
全
線
開
通
や
高
速
道

路
料
金
の
引
下
げ
な
ど
に
よ
り
、

当
地
域
へ
自
動
車
で
訪
れ
る
観
光

客
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
円
滑

な
道
路
交
通
網
の
確
保
に
は
こ
れ

ら
の
要
望
実
現
が
非
常
に
重
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
当
所
で
は
こ
れ

ら
の
要
望
活
動
に
今
後
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
く
。

行
政
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
東

関
道
館
山
線
期
成
同
盟
会
（
会
長

金
丸
謙
一
館
山
市
長
）
に
よ
る
東

関
道
館
山
線
の
４
車
線
化
要
望
に

続
き
当
所
で
は
、
道
路
整
備
に
よ

り
地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
住

民
へ
の
利
便
性
向
上
を
目
的
に
、

東
関
東
自
動
車
道
館
山
線
、
並
び

に
国
道
１
２
７
号
（
館
山
バ
イ
パ

ス
）
の
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望

活
動
を
実
施
し
た
。

東
関
東
自
動
車
道
館
山
線
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
君
津
以
南

の
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、
観
光

協
会
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
支
部
等
に

呼
び
か
け
、
漓
早
期
に
高
速
自
動

車
国
道
法
に
基
づ
く
整
備
計
画
を

変
更
し
、
暫
定
２
車
線
と
な
っ
て

い
る
君
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
富
津
竹
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ま
で
の
区
間
を
４
車
線
化
す
る
こ

と
滷
東
関
東
自
動
車
道
館
山
線
の

一
部
を
構
成
す
る
富
津
館
山
道
路

の
追
い
越
し
車
線
に
つ
い
て
、
よ

り
一
層
の
整
備
拡
充
を
図
る
こ
と

澆
地
方
に
お
け
る
道
路
整
備
の
必

要
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
い

か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
十
分
な

道
路
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る

こ
と
、
以
上
の
３
点
を
要
望
書
に

ま
と
め
、
４
月
８
日
（
水
）
に
国

会
議
員
７
名
、
内
閣
府
７
名
、
国

土
交
通
省
17
名
に
要
望
し
た
。
国

土
交
通
省
で
は
、
闍
橋
弘
之
会
頭

が
官
房
審
議
官
の
廣
瀬
輝
氏
に
直

接
要
望
書
を
手
渡
し
、
地
域
の
状

況
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
国
道
１
２
７
号
（
館
山

バ
イ
パ
ス
）
に
つ
い
て
は
、
館
山

市
、
南
房
総
市
等
と
と
も
に
漓
暫

定
２
車
線
と
な
っ
て
い
る
富
浦
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
口
か
ら
那
古

交
差
点
ま
で
の
区
間
を
早
期
に
４

車
線
化
す
る
こ
と
滷
地
方
に
お
け

る
道
路
整
備
の
必
要
性
を
認
識
す

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 

http://www.boyodo.co.jp/
TEL0470(23)5111

館山本店 
22ー8881

館山銀座店 
23ー5511

ロックシティ店 
24ー2010

宝石は心の安らぎ 
　メガネと共に快適生活 

東
関
道
館
山
線

東
関
道
館
山
線
と
国
道
国
道
１
２
７
号（
館
山
館
山
バ
イ
パ
ス
）の 

　
　
　
　
　
　
　
整
備
促
進

　
　
　
　
　
　
　
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望
活
動

要
望
活
動
を
実
施
実
施 
東
関
道
館
山
線

東
関
道
館
山
線
と
国
道
国
道
１
２
７
号（
館
山
館
山
バ
イ
パ
ス
）の 

　
　
　
　
　
　
　
整
備
促
進

　
　
　
　
　
　
　
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望
活
動

要
望
活
動
を
実
施
実
施 
東
関
道
館
山
線
と
国
道
１
２
７
号（
館
山
バ
イ
パ
ス
）の 

　
　
　
　
　
　
　
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望
活
動
を
実
施 

官房審議官廣瀬氏に要望書を手渡す

千葉国道事務所長前田氏に地域の状況を説明

関東地方整備局副局長林部氏に要望書を手渡す



会 議 所 だ よ り
（５）平成21年５月10日

経
済
底
流
を
読
み
解
く
◆
◆
◆
◆
◆

軾
経
済
構
造
輒
の
大
き
な
変
化

〜
存
在
感
を
増
す
東
ア
ジ
ア
諸
国
〜

済
の
仕
組
み
が
破
綻
し
た
と
考
え

る
べ
き
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
次

の
経
済
の
仕
組
み
を
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
次
の
世
界
経
済
の
け
ん

引
役
候
補
を
探
す
と
す
れ
ば
、
そ

の
第
一
候
補
は
、中
国
や
イ
ン
ド
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
諸
国

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
い
ず

れ
も
大
き
な
人
口
を
抱
え
て
い

る
。
そ
の
上
、
す
で
に
い
く
つ
か

の
国
は
工
業
化
の
初
期
段
階
に
入

っ
て
お
り
、
資
本
の
蓄
積
も
進
ん

で
い
る
。
財
政
出
動
な
ど
に
よ
っ

て
有
効
需
要
が
創
出
さ
れ
れ
ば
、

経
済
全
体
が
好
回
転
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

特
に
、
大
き
な
人
口
と
国
内
格

差
問
題
を
抱
え
る
中
国
は
、
８
％

程
度
の
成
長
を
維
持
し
な
い
と
、

都
市
部
に
流
入
す
る
新
規
労
働
者

を
吸
収
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
す

で
に
中
国
政
府
は
４
兆
元
に
上
る

景
気
対
策
を
発
表
し
て
い
る
が
、

必
要
が
あ
れ
ば
今
後
も
積
極
的
な

経
済
対
策
を
打
つ
は
ず
だ
。
中
国

経
済
が
上
向
け
ば
、
近
隣
諸
国
に

も
好
影
響
が
及
ぶ
。
そ
れ
が
現
実

味
を
帯
び
て
く
る
と
、
米
国
の
重

要
性
は
徐
々
に
低
下
し
て
、
東
ア

ジ
ア
諸
国
の
存
在
感
が
増
す
だ
ろ

う
。
そ
の
と
き
は
、
再
び
わ
が
国

に
も
経
済
回
復
の
チ
ャ
ン
ス
が
回

っ
て
く
る
。
今
は
そ
れ
を
期
待
し

た
い
。

収
入
を
当
て
に
し
て
、
お
金
を
借

り
て
旺
盛
な
消
費
を
行
っ
て
き

た
。
つ
ま
り
、
借
金
を
し
て
、
欲

し
い
も
の
を
欲
し
い
だ
け
買
っ
て

い
た
。
米
国
が
借
金
を
し
て
世
界

中
か
ら
た
く
さ
ん
の
物
を
買
っ
て

く
れ
た
た
め
、
世
界
の
経
済
を
高

成
長
さ
せ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
い

わ
ば
輊
20
世
紀
型
経
済
モ
デ
ル
輅

だ
。
し
か
し
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問

題
に
続
く
信
用
収
縮
の
発
生
な
ど

で
米
国
の
大
手
金
融
機
関
は
多
額

の
不
良
資
産
を
抱
え
、
家
計
部
門

へ
の
信
用
供
与
を
絞
っ
た
た
め
、

家
計
部
門
は
今
ま
で
の
よ
う
に
お

金
を
借
り
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ

う
な
る
と
、
米
国
の
家
計
部
門
は

生
活
水
準
を
抑
え
て
、
消
費
を
我

慢
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
状
況

は
、
簡
単
に
は
解
消
さ
れ
な
い
だ

ろ
う
。
む
し
ろ
、
米
国
に
頼
る
経

昨
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
の
破
綻
を
き
っ
か
け
に
し

て
、今
、世
界
の
輊
経
済
構
造
輅
＝

パ
ラ
ダ
イ
ム
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
し
か
も
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド

は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
速
さ

だ
。
大
手
の
金
融
機
関
や
自
動
車

メ
ー
カ
ー
な
ど
で
は
軋
轢
が
生
じ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
経
済
は
未
曾

有
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

現
在
起
き
て
い
る
経
済
活
動
の

低
下
を
、
単
な
る
景
気
の
落
ち
込

み
と
見
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
経
済
構
造
が
変
化
す
る

端
境
期
と
見
た
方
が
よ
い
。
つ
ま

り
輊
20
世
紀
型
経
済
モ
デ
ル
輅
が

衰
退
し
て
い
く
中
で
、
次
の
輊
21

世
紀
型
経
済
モ
デ
ル
輅
が
明
確
な

姿
を
見
せ
な
い
た
め
、
世
界
経
済

が
、
一
種
の
断
層
に
落
ち
込
ん
で

い
る
と
考
え
る
と
分
か
り
や
す

い
。た

だ
し
、
新
し
い
時
代
の
到
来

を
楽
し
む
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
毎

日
の
暮
ら
し
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
特
に
多
く
の
従
業
員
を

預
か
る
企
業
経
営
者
で
あ
れ
ば
、

会
社
の
経
営
状
態
を
維
持
し
て
、

従
業
員
全
員
の
生
活
水
準
を
保
つ

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
だ
け
景
気
が

落
ち
込
ん
で
し
ま
う
と
、
今
は
不

要
不
急
の
出
費
を
抑
え
て
、
次
の

景
気
の
波
を
待
つ
こ
と
以
外
に
有

効
な
選
択
肢
が
見
当
た
ら
な
い
。

問
題
は
、
次
の
景
気
の
波
は
、
今

ま
で
と
は
違
っ
た
も
の
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
だ
。
従
来
の
世

界
経
済
の
け
ん
引
役
は
米
国
だ
っ

た
。
米
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
全
体

の
20
％
を
超
え
る
。
米
国
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
約
70
％
が
個
人
消
費
だ
。
と

い
う
こ
と
は
、
世
界
経
済
の
15
％

以
上
を
米
国
の
家
計
部
門
が
握
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
米
国
の
個

人
は
、
将
来
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
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を
６
ヶ
月
以
前
か
ら
受
け
て
い
る

方◇
納
期
の
到
来
し
て
い
る
所
得
税

（
法
人
税
）
・
事
業
税
・
住
民
税

を
完
納
し
て
い
る
方

◇
譁
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
非
融

資
対
象
業
種
で
は
な
い
こ
と

運
転
資
金
７
年
以
内
・
設
備
資
金

10
年
以
内

※
据
置
期
間
は
運
転
資
金
で
１
年

以
内
、
設
備
資
金
で
２
年
以
内

お
申
込
の
際
に
は
、
次
の
書
類
が

必
要
で
す
。
ご
不
明
な
点
は
事
前

に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
こ
れ
以
外
に
も
書
類
を
ご
提

出
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
法
人
企
業
の
方
　
税
務
署
に
提

出
し
た
税
務
申
告
書
（
控
）
２
年

分
（
決
算
書
・
確
定
申
告
書
）、

法
人
の
登
記
簿
謄
本
、
法
人
税
・

事
業
税
・
県
市
民
税
の
領
収
証
書

ま
た
は
納
税
証
明
書
、
見
積
書
ま

た
は
契
約
書
（
設
備
資
金
の
場

合
）、
借
入
金
返
済
表
（
借
入
が

あ
る
場
合
）、
試
算
表
（
決
算
後

６
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
場

合
）、
法
人
代
表
者
印

◇
個
人
企
業
の
方

税
務
署
に
提
出
し
た
税
務
申
告
書

（
控
）
２
年
分
（
決
算
書
・
確
定

申
告
書
）、
所
得
税
・
事
業
税
・

県
市
民
税
の
領
収
証
書
ま
た
は
納

税
証
明
書
、
見
積
書
ま
た
は
契
約

書
（
設
備
資
金
の
場
合
）、
借
入

金
返
済
表
（
借
入
が
あ
る
場
合
）、

試
算
表
（
決
算
後
６
ヶ
月
以
上
経

過
し
て
い
る
場
合
）、
個
人
実
印

※
法
人
企
業
・
個
人
企
業
と
も
、

土
地
・
建
物
等
不
動
産
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
は
、
調
査
時
に
不
動

産
の
登
記
簿
謄
本
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

４
月
17
日
（
金
）
県
庁
知
事
執
務
室
に
お
い
て
、
平
成
21
年

度
千
葉
県
科
学
技
術
功
労
者
表
彰
式
が
執
り
行
な
わ
れ
、
当
所

の
元
常
議
員
、
木
村
守
夫
氏
（
譁
木
村
製
作
所
　
取
締
役
会
長
）

が
、
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
。

こ
の
表
彰
は
、
科
学
技
術
の
振
興
に
寄
与
し
、
科
学
技
術
の

進
歩
、
産
業
の
発
展
、
文
化
の
向
上
、
そ
の
他
県
民
の
福
祉
の

増
進
に
貢
献
し
た
者
を
科
学
技
術
功
労
者
と
し
て
表
彰
す
る
も

の
で
、
本
年
度
は
千
葉
県
内
で
２
名
が
対
象
者
と
な
っ
た
。

木
村
氏
は
、
金
属
加
工
に
50
年
以
上
携
わ
り
、
創
意
工
夫
に
よ

り
独
自
の
加
工
技
術
を
生
み
出
し
た
他
、
当
所
機
械
工
業
部
会

は
も
と
よ
り
、
館
山
地
区
工
業
経
営
研
究
会
や
南
総
鉄
工
業
協

同
組
合
の
設
立
等

に
も
尽
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
当
地
域
の

金
属
加
工
業
の
発

展
・
振
興
に
も
多

大
な
功
績
を
有
し
、

こ
れ
ら
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
表
彰

と
な
っ
た
。
ま
こ

と
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

マ
ル
経
の
借
入
に
は
担
保
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
保
証
人
も
保
証
協

会
の
保
証
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

金
利
は
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。（
２．

１
０
％
、
平
成
21
年

４
月
10
日
現
在
）

※
ご
不
明
な
点
は
、
当
所
中
小
企

業
相
談
所
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
｜
８
３

３
０
）
ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

会 議 所 だ よ り
平成21年５月10日（６）

１，

５
０
０
万
円

※
平
成
21
年
４
月
15
日
か
ら
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。

〈
資
金
使
途
〉

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資
金

◇
運
転
資
金
…
仕
入
・
買
掛
・
手

形
決
済
資
金
、
給
与
・
ボ
ー
ナ
ス

の
支
払
、
諸
経
費
の
支
払
等

◇
設
備
資
金
…
工
場
・
店
舗
改
装

資
金
、
車
両
購
入
、
機
械
・
設

備
・
什
器
の
購
入
等

〈
借
入
限
度
額
〉

〈
ご
利
用
条
件
〉

〈
融
資
期
間
〉

〈
そ
の
他
〉

〈
お
申
込
方
法
〉

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
方
が
お
申
込
を
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
従
業
員
（
家
族
従
業
員
・
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
・
法
人
の
役
員
を
除

き
ま
す
）
が
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

で
は
５
名
以
下
、
製
造
業
で
は
20

名
以
下
の
小
規
模
事
業
者

◇
館
山
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度

（
マ
ル
経
資
金
）の
借
入
限
度
額
が
大
幅
に
拡
充
！

〜
確
実
な
事
業
経
営
に
、
手
続
き
簡
単
な
「
マ
ル
経
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！
〜

マ
ル
経
（
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
）
と
は
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善
を
促
進
し
、
経
営
の

健
全
化
を
図
る
た
め
に
作
ら
れ
た
国
の
融
資
制
度
で
す
。
担
保
も
保
証
人
も
不
要
で
、
金
利
も
非
常
に
お
得
な
水
準

に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年
多
く
の
事
業
所
の
皆
様
に
お
申
込
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
必
要
な
資
金
を
、

商
工
会
議
所
の
推
薦
で
、
譁
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
融
資
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
資
金
調
達
・
資
金
繰
り
を

お
考
え
の
際
に
は
「
マ
ル
経
融
資
」
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、「
マ
ル
経
融
資
」
制
度
を
お
申
込
い
た
だ
く
に
は
、
商
工
会
議
所
に
よ
る
６
ヶ
月
以
上
の
経
営
指
導
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
対
応
・
ご
相
談
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

木
村
守
夫
氏
が
県
科
学
技
術
功
労
者
と
し
て
表
彰

森
田
知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
た
木
村
守
夫
氏



会 議 所 だ よ り
（７）平成21年５月10日

商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（
早
期

景
気
観
測
）
調
査
の
３
月
結
果
に

よ
る
と
、
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
、
マ
イ
ナ
ス
72．

８
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
平
成
元
年
の
調
査

開
始
以
来
、
最
も
悪
化
し
た
前
月

と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
と
な
る
。

産
業
別
で
は
、
小
売
が
調
査
を

始
め
て
依
頼
最
悪
の
数
字
（
マ
イ

ナ
ス
75．

５
）
を
記
録
し
た
が
、

他
の
４
業
種
（
建
設
、
製
造
、
卸

売
、
サ
ー
ビ
ス
）
は
、
わ
ず
か
に

マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た
。

他
方
、
売
上
面
で
は
、
全
産
業

合
計
Ｄ
Ｉ
が
12
カ
月
連
続
で
悪

化
。マ
イ
ナ
ス
幅
が
前
月
か
ら
０．

８
ポ
イ
ン
ト
拡
大
し
て
、
こ
れ
ま

で
で
最
も
悪
い
値
と
な
る
マ
イ
ナ

ス
68．

５
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
採
算
、
資
金
繰
り
、
仕
入
単

価
、
従
業
員
は
、
前
月
か
ら
ほ
ぼ

横
ば
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
各
地
か

ら
は
、受
注
の
大
幅
な
落
ち
込
み
、

消
費
マ
イ
ン
ド
の
冷
え
込
み
に
よ

る
売
上
の
減
少
、
厳
し
い
雇
用
情

勢
な
ど
を
訴
え
る
声
が
依
然
多
く

な
っ
て
い
る
。
各
業
界
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以

下
の
と
お
り
。

【
建
設
業
】「
受
注
の
減
少
に
伴
い
、

資
金
繰
り
が
悪
化
。
人
員
削
減
を

実
施
す
る
事
業
所
も
発
生
す
る
見

込
み
」、「
設
備
投
資
と
住
宅
着
工

戸
数
の
減
少
に
よ
り
、
売
上
の
低

迷
が
顕
著
」（
一
般
工
事
業
）、
少

な
い
受
注
も
採
算
の
合
わ
な
い
も

の
が
多
く
、
収
益
確
保
は
厳
し
い

状
況
」（
管
工
事
業
）

【
製
造
業
】「
こ
れ
ま
で
以
上
に
業

況
は
厳
し
く
、
週
休
３
日
だ
っ
た

事
業
所
が
週
休
４
日
、
５
日
と
稼

働
日
数
が
さ
ら
に
減
少
」（
鉄
素

形
材
製
造
業
）「
減
少
が
続
く
受

注
を
確
保
す
る
た
め
の
値
下
げ
競

争
が
厳
し
く
、
採
算
が
悪
化
」

（
暖
房
装
置
・
配
管
製
造
業
）、

「
売
上
が
前
期
比
50
％
近
く
減
少

し
て
い
る
企
業
が
多
く
、
一
時
的

な
受
注
は
あ
る
が
、
収
益
確
保
に

は
繋
が
ら
な
い
」（
金
属
加
工
機

械
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
例
年
で
あ
れ
ば
年
度

末
で
売
上
の
増
加
が
見
込
め
る
と

こ
ろ
だ
が
、
今
年
は
官
公
庁
や
企

業
の
引
き
締
め
に
よ
り
売
上
が
減

少
」（
各
種
商
品
卸
売
業
）、「
消

費
の
低
迷
が
顕
著
で
、
果
物
な
ど

贅
沢
品
の
売
上
が
悪
化
」（
農
畜

産
水
産
物
卸
売
業
）、「
２
、
３
月

は
電
話
も
全
く
な
い
ほ
ど
厳
し
い

状
況
」（
建
築
材
料
卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
消
費
者
の
低
価
格
・

節
約
志
向
に
よ
り
、収
益
が
悪
化
」

（
百
貨
店
）、「
特
に
飲
食
サ
ー
ビ

ス
の
売
上
が
不
調
」、「
近
隣
の
大

型
店
の
撤
退
に
よ
り
人
通
り
が
減

少
し
、
売
上
も
悪
化
」（
商
店
街
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
歓
送
迎
会
の
予

約
も
非
常
に
少
な
く
厳
し
い
状

況
」（
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）、

「
景
気
の
悪
化
に
伴
い
来
客
数
・

売
上
が
減
少
し
、
閉
店
す
る
店
舗

も
発
生
」（
一
般
飲
食
店
）、「
各

企
業
と
も
業
績
悪
化
の
た
め
、
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
が
大
幅
に
減
少
」

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
）
な
ど

の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。さ

ら
に
、「
生
産
量
は
前
年
同

月
比
で
約
４
割
減
少
。
雇
用
調
整

助
成
金
を
受
け
な
が
ら
、
一
時
休

業
は
当
分
継
続
す
る
見
込
み
」

（
耐
火
物
製
造
業
）
な
ど
、
雇
用

を
め
ぐ
る
環
境
は
一
層
過
酷
に
な

っ
て
い
る
。
た
だ
一
方
で
、「
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
応
募
が
増

加
し
、
質
が
向
上
し
た
」（
百
貨

店
）
と
の
声
も
あ
る
。

向
こ
う
３
カ
月
（
４
〜
６
月
）

の
先
行
き
見
通
し
は
、
全
産
業
合

計
の
業
況
Ｄ
Ｉ（
３
月
比
ベ
ー
ス
）

が
マ
イ
ナ
ス
64．

０
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
、
昨
年
同
時
期
の
先

行
き
見
通
し（
マ
イ
ナ
ス
43
・
１
）

に
比
べ
、
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
悪
化

し
て
い
る
。

４
月
21
日
（
火
）
館
山
商
工
会

議
所
２
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、
青
年

部
４
月
定
期
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

闍
橋
会
頭
を
は
じ
め
、
金
丸
市

長
、
秋
山
県
議
な
ど
多
数
の
来
賓

の
み
な
さ
ま
、
諸
先
輩
方
の
出
席

を
賜
り
、
部
員
38
名
の
出
席
の
も

と
、
提
出
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
満

場
一
致
で
可
決
し
た
こ
と
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ｐ
Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
〜
館
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
誇
り
を

胸
に
〜
」
を
合
言
葉
に
、
佐
藤
広

之
新
会
長
の
力
強
い
挨
拶
は
本
年

度
充
実
し
た
年
度
に
す
る
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

青
年
部
員
一
丸
と
な
っ
て
本
年

度
の
事
業
を
よ
り
良
く
す
る
為
に

邁
進
し
、
行
政
や
地
域
の
方
々
と

の
連
携
を
と
り
、
末
永
く
継
続
で

き
る
事
業
を
構
築
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
は
何
か
と
仕
事
外
の
所
用

が
増
え
ま
す
が
、
部
員
皆
さ
ん
の
協

力
あ
っ
て
こ
そ
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

総
務
親
睦
委
員
長
　
佐
野
和
生

ＬＯＢＯ 
3月結果 

売
上
売
上
Ｄ
Ｉ
が
１２
カ
月
連
続
悪
化

月
連
続
悪
化
で
最
悪
値

最
悪
値
に 

売
上
Ｄ
Ｉ
が
１２
カ
月
連
続
悪
化
で
最
悪
値
に 

〜 

一
層
厳
層
厳
し
さ
を
増
す
雇
用
情
勢

雇
用
情
勢 

〜 

〜 

一
層
厳
し
さ
を
増
す
雇
用
情
勢 

〜 

会議所窓口相談  法律・税務・商工相談 

商工相談日 
金融相談日 
 
毎週水曜日 
 （電話相談随時 

　お気軽にご連絡下さい） 

毎月第3金曜日 
・日本政策金融公庫（10時～12時） 

法　律      千葉県産業振興センター 

税　務      葛西  　　博  先生 

　　　      仲村  　　榮  先生 

　　　      渡辺  重太郎  先生 

 

■ 

■ 

 

 

 

 

　　ご相談のときは事前にご連絡下さい。 
 



会 議 所 だ よ り
平成21年５月10日（８）




